




（平成12年　第8回　河川現況調査より）
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井 口 台 地 区

五月が丘地区

あさひが丘地区

安川左支川（広島市安佐南区） 屋代川（広島市佐伯区）

　広島西部山系は、広島市、廿日市市、大竹市にまたがる約６２１ｋ㎡の地域であり、平成１１年６月末の豪雨によって、広島県では
土石流やがけ崩れなどの土砂災害により、２４名もの方が亡くなる大きな被害が発生しました。
　この災害を契機として平成１３年度から国により人口や各種資産が集中する土地周辺地域を土砂災害から守るために広島西部山
系直轄砂防事業に着手しました。現在は広島西部山系管内の２１地区で砂防事業を進めています。



啓発

29

相田３号砂防えん堤（広島市安佐南区相田地区：平成19年5月完成）

海田ヶ原砂防えん堤（広島市安佐南区相田地区：平成18年8月完成） 　赤土地１号砂防えん堤（広島市佐伯区：平成20年9月完成）

雨量観測施設（広島市安佐南区相田地区）

地域住民との植樹の様子（平成17年3月　大竹市湯舟地区）

渓流点検（大竹市：地域住民との連携）

　広島西部山系管内には、中国地方を東西に結ぶ主要交通網が横断してい
るため、災害が発生した場合に、その影響が広域にわたること、宅地開発
により砂防施設の設置にあたり、その位置が制限されること、団地等の一
連の保全対象に複数の危険渓流のはん濫区域が重複しているため、集中的
な投資により効率的な施設整備が必要なことから、直轄砂防事業を実施し
ています。
　ハード対策においては、地元の皆さんの声を取り入れ、地域に親しまれ
るとともに、環境面にも配慮した土砂災害防止施設の重点的・効率的な整
備を推進しています。
　また、ソフト対策では、広島県や関係市と連携を図りながら、避難訓練
等防災活動の支援や、小学校への出前講座等防災意識の向上に向けた取り
組みを積極的に進めています。



■施設操作や河川環境に支障となる塵芥処理





　洪水や高潮など災害の発生が予想されるとき、また一定規模以上の地震が
発生したとき、各種情報の収集・発信基地として、太田川河川事務所内に災
害対策本部が設置されます。
　活動拠点となる災害対策室では、雨量や水位情報、被災情報等を効率的に
収集するとともに、住民の避難に役立つ情報の発信など迅速な災害対応を行
います。
　また、この災害対策室を見渡せる場所にギャラリーを設け、見学者や災害
時のマスメディアの待機室として利用できるようになっています。





　不法投棄対策の効率的な取り組みの一つである監視
強化に役立てるため、ゴミマップを作成し公表を行っ
ています。



　「ゴギ」は、太田川の清流に生息するイワナ属の魚で、

太田川河川事務所のマスコットマークのモデルにもなって

います。住民の皆さんが気軽に利用できる情報スペースと

して、事務所１階に”太田川・小瀬川文庫「ＧｏＧｉルー

ム」”を開設しています。

　太田川河川事務所が実施している事業の紹介や、太田

川・小瀬川に関する歴史や自然・生物に関する資料のほ

か、全国の河川やダムに関する水質や流量など、様々な資

料を保管しており自由に閲覧することができます。また、

自然災害や河川事業に関するビデオなども見ることができ

ます。川に関する資料収集や夏休みの自由研究など、様々

な目的にどんどん活用してください。





平成22年4月修正






